
 

 

 

 

  

 

（参加委員の中学校区） 

富合中学校区、芳野中学校区、河内中学校区、二岡中学校区、天明中学校区、江原中学校区、楠中学校区  

（取組例）  

①小中合同研修会 

 ・各中学校区のカリキュラムの柱に沿った 

小中合同研修会の実施 

・各教科、人権学習（LGBTs）、 

総合的な学習の時間等で 

  講師の講話及び実践共有と今後の授業づくり  

その後、同じ視点のもと授業研究会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この後、それぞれの中学校区の現状、取組例の３つの視点についての意見を、各委員から述べていただいた。 

（議事録参照） 

１ 各中学校区の小中一貫カリキュラム・小中一貫校での取組例について 

令和４年度 第２回熊本市小中一貫教育懇談会（概要版） 
「熊本市の小中一貫教育の取組について」令和４年１０月３日（月）1４:00～1５:30 

意見交換のまとめ 

それぞれの中学校区の取組の方向性が見えてきた。 

小中一貫校の教育課程の特例を活かした新教科を設置することが子供にとっても教師にとってもどういう

効果があるのか、具体的な検証の視点を明らかにしながら協議を続けることが重要である。 

今後も、子供のニーズや地域のニーズに合わせた形で進めていくべきである。 

地域のアイデンティティを大切にし、特例を活かし、現在実践していることを上手にカリキュラムに編成して

いくことが持続可能な教育課程の開発につながっていく。 

③小中一貫教育の教育課程の特例 

・小中一貫教育の長所をより生かす観点から、

小中一貫教科等の設定等、特例の教育課程の

編成についての検討 

(例)ふるさと科 (例)コミュニケーション科 

②小中合同授業研究会 

・小学校が中学校の、中学校が小学校の授業の 

内容や様子を参観 

・中学校の数学の授業を小中学校の先生が参観 


